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 第 1 章 新庁舎建設の実施について 

 

１．現庁舎の現状と課題 

 

（１）庁舎の現況 

 

本町の初代庁舎は昭和 24 年の町政施行時、旧与那原駅跡に建設されました。 

その後、現在の本庁舎が、昭和 50 年に建設され、築 42 年が経過し（平成 29 年現在）、建

物、設備共に老朽化が進み庁舎機能への影響が顕著になってきています。 

本庁舎が建設された昭和 50 年における本町の人口は 12,017 人でしたが、平成 29 年現在

の人口は 19,502 人で、建設当時の約 1.6 倍に増加しています。また、平成 37 年度の人口は、

22,000 人と推計されています。既に、本庁舎の狭隘化は問題となりつつありますが、窓口業

務や相談業務等の来庁者は人口に比例することから、今後さらに狭隘化が深刻になると予想さ

れます。 

また、本庁舎は狭隘なため、一部の部署（生涯学習振興課、上下水道課）が、それぞれ与那

原町コミュニティーセンター及び上下水道庁舎にて業務を行っています。 

「鉄筋コンクリート造（事務所）」建築物の法定対応年数 50 年に近づいており、建替え等の検

討が必要な時期を迎えています。 

 

本庁舎 規模・概要 

位   置： 与那原町上与那原 16 番地 

敷地面積： 10,646.24 ㎡ 

延べ面積： 2,016 ㎡（地下階 160 ㎡、1 階 880 ㎡、2 階 880 ㎡、塔屋 96 ㎡） 

構造階数： 鉄筋コンクリート構造 地下 1 階地上 2 階建 

各階の配置 

地下階： 機械室兼書庫 

１  階： 農林水産課、まちづくり課、子育て支援課、出納室、住民課、税務課、

福祉課、健康保険課、相談室等 

 

２  階： 執務室及び議会関連の室が併設 

執務室には、生活環境安全課、財政課、企画政策課、総務課、観光商工課、
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学校教育課、町長室、副町長室、教育長室、会議室等が配置 

議会関連の室には、議場、議会事務局、議員控室、委員会室等が配置 

 

塔  屋： 搭屋には倉庫及びサーバー室が配置 

 

 

 

狭隘なため、生涯学習振興課は与那原町コミュニティーセンターに併設。 

 

与那原町コミュニティーセンター 規模・概要 

位   置： 与那原町与那原 712 番地 

敷地面積： 2,896.8 ㎡ 

延べ面積： 1,969 ㎡（占有面積 2 階 62.50 ㎡、） 

構造階数： 鉄筋コンクリート構造 地上 2 階建 

 生涯学習振興課： 
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狭隘なため、上下水道課は分庁舎に配置。 

 

上下水道庁舎 規模・概要 

位   置： 与那原町東浜 85-1,85-2,85-3,85-14,85-15,85-16 

敷地面積： 1,465.9 ㎡ 

延べ面積： 567.00 ㎡ 

構造階数： 鉄筋コンクリート 2 階建 

 上下水道課： 

1 階 

 
 

2 階 

 

 

  

 

（２）庁舎の課題 

 

 施設・設備の老朽化と維持費の増加。 

 昭和 50 年の建設から 42 年を迎え、一般的なコンクリートの耐用年数に近づき建物の経 

年劣化が著しく安全性が低下している。 

 電気、機械設備の老朽化に伴う修繕費が増加している。 

 更新時期を迎える設備の更新が遅れ、超過使用となっている。 
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 給排水配管等の経年劣化により、水圧低下や排水不良が発生している。 

 

（３）耐震強度の問題 

 

 本庁舎は老朽化が進行し、平成 23 年 9 月実施の耐震診断結果は、現行の庁舎重度係数で

算定した必要な構造耐震判定指標 Iso 値 0.63 を下回ることとなり「大規模地震の震動及

び衝撃に対して倒壊し又は崩壊する危険性が高い」という結果になっている。鉄筋コンク

リートの耐用年数の上限が近く、耐震改修（補強）の費用を投じたとしても、建物寿命（耐

用年数）を伸ばす事は難しい状況である。 

 

耐震診断結果 

 Ｘ方向（長辺方向） 

構造耐震指標 Is 

Y 方向（短辺方向） 

構造耐震指標 Is 

2 階 0.98 1.64 

1 階 0.54 0.94 

構造判定指標 Iso=0.63 （県外の標準地域では Iso=0.90(0.6 × 1.5) 庁舎建物の場合） 

Iso 値 0.6 ｘ 0.7（沖縄県地域係数） x 1.5（庁舎重要度係数※1） = 0.63 

Is 値≧Iso の場合、現行の建築基準法により設計される建物とほぼ同等の耐震性能を有すると判断される 

※1官庁施設の総合耐震計画基準より 

 

※コンクリート劣化調査 

平成 29 年２月に実施した劣化調査においては、圧縮強度・中性化においては問題あり

ませんでしたが、塩分濃度において鉄筋腐食危険ラインを大きく上回っている結果とな

り、今後飛来塩分の供給等によりコンクリートの劣化が加速される可能性があります。 

 

塩
分
量 

1F 30mm-50mm : 0.755 

1F 50mm-70mm : 0.684 

1F 70mm-90mm : 0.627 

2F 30mm-50mm : 1.677 

2F 50mm-70mm : 1.282 

2F 70mm-90mm : 1.268 

全箇所において腐食危険ライン超 

（鉄筋腐食危険ライン 0.465） 

  

現庁舎爆裂写真（サーバ室） 

 

（４）窓口の狭隘化・分散化による市民サービスの低下 

 

 窓口スペースや待合スペースの不足。 

 窓口スペースが小さいため、住民サービスのためのパンフレットや機関誌等が置けない。 

 窓口と待合スペースが近いため相談内容が聞える等、プライバシーの確保が困難。 
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 情報漏洩の危険性が懸念。 

 相談室が密室となっていることから、防犯への対応が十分でない。 

 車椅子で来庁された方の窓口対応時に、通路が狭いため高齢者等の通行が困難。 

 

 

 

プライバシーの確保が出来ていない 

 

 

窓口からパソコン画面が見えている 

 

 

カウンターから簡単に侵入できる 

 

（５）ユニバーサルデザインへの対応不足 

 

 本庁舎にエレベーター設備がなく、上下移動経路の確保が出来ていない。 

 通路の狭隘化がみられ、車椅子利用者の通行に支障が有る。 

 車椅子で利用できる多目的トイレ本館 1 階中央付近一カ所のみである。 

 窓口のサイン表示をはじめ、庁舎内のサインが分りにくい。 

 一般トイレは出入口幅やスペースが狭く利用しづらい。 

 トイレ、通路、手摺など高齢者や障がい者などへの配慮やバリアフリー化が進んでいない。 

（ユニバーサルデザインとは、年齢や障がいの有無にかかわらず、だれもが公平に利用す

る事が出来る施設設計しめします） 

 

 

通路の狭隘化 

 

窓口サイン表示等が分りにくい 

 

多目的トイレは一カ所しかなく、一般

トイレは車椅子の出入りが出来ない 

 

（６）交流スペース・情報発信の場等の不足 

 

 現庁舎内には、多目的なスペースが確保されておらず、正面玄関前やロビーでのイベント 

開催時は、来庁者の導線を妨げる状況となっている。 

 町制・観光情報、市民活動などの展示コーナーが不十分。 

 住民が自由に集える交流スペースがない。 
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（７）執務空間の狭隘化・柔軟性の欠如 

 

 執務空間の狭隘により、通路や作業スペースの十分な確保が困難。 

 職員間の打合せや来庁者との相談スペースが不足している。 

 文書や資料等の保管場所の不足により、執務環境の悪化を招いている。 

 

   

 

（８）災害時対応に関する機能不足 

 

 防災行政無線が災害対策本部と離れているため、効率的な運営が難しい。  

 資材・機材倉庫、備蓄倉庫の不足と分散化が見られる。 

 災害時の対応スペース（援助物資受入・保管スペース等）の不足。 

 災害対策の拠点となる屋外スペースと機能の不足。 

 ボランティアや支援活動者が利用できるスペースの確保が困難。 

 災害時対応職員の待機スペース及びワークスペースの不足（休憩室・更衣室等）。 
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（９）駐車場の不足 

 

 一般駐車場は確定申告時時等、特に町民の利用が集中する時期などに不足が見られる。 

 子育て層や高齢者、障がい者等に配慮した駐車スペースが不足している。 

 一台当たりの駐車スペースが狭く、また、雨天時の乗降場所がないなど、子ども連れや高

齢者に使いづらい。 
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２．新庁舎の必要性 

 

本庁舎は、昭和 50 年に建設され、築 42 年が経過し建物や設備の老朽化に加え、構造上、

多様化する行政サービスやプライバシーなどへの対応が出来ない状況にあります。 

平成 28 年 4 月には熊本地震が発生し、多くの自治体庁舎が被害を受け、倒壊の危険性な

どから使用できない事態に陥りました。 

災害時において庁舎は被害状況の情報収集、避難者への対応等、防災拠点としての機能をも

つ必要があり、今後の危機的状況を想定した早期の耐震性確保が求められます。 

また、町民にとって生活を支える町政全般の拠点であると同時に、町の将来をかたちづくる

町づくりの拠点でもあります。 

本委員会では、これらの観点を踏まえ、次の７つの状況から、現庁舎は新たに建替える必要

があると判断しました。 

 

（１）頻発する地震 

近年、沖縄近海において、平成 28 年 9 月鹿児島県知名町、平成 22 年 2 月糸満市に 

震度 5 弱、平成 23 年～26 年の間に震度 4 の地震が 4 回発生しています。 

また、平成 19 年発表の「地震予測地図」によると、沖縄本島周辺は、「やや高い～高 

い」に分類され「30 年以内に震度 6 弱以上の揺れに見舞われる確率」が、6％～26％と 

高い確率となっています。 

 

（２）耐震診断・劣化調査結果 

平成 23 年 9 月に実施した耐震診断結果は、現行基準での Iso 値 0.63 を下回っており 

「大規模地震の震動及び衝撃に対して倒壊し又は崩壊する危険性が高い」という結果にな 

っています。 

また、平成 29 年 2 月に実施した劣化調査においても、塩分濃度が各階共に鉄筋腐食 

危険ラインを上回る結果がでています。 

 

（３）耐用年数の到来 

本庁舎は、昭和 50 年に建設され、築 42 年が経過しています。鉄筋コンクリートの対 

応年数は 50 年～60 年とされ、新庁舎の完成を予定している平成 32 年には築 45 年が 

経過する事になります。また、地震力に耐えられるような強度を保つ事が目的である耐震 

補強では、これら耐用年数を伸ばす事はできません。 

 

（４）多様化が進む行政サービス対応 

時代の変化に応じ、現在の庁舎を可能な限り改変し行政サービスを提供してきましたが、 

狭隘化、バリアフリー、プライバシーへの配慮をはじめ多様化が進む行政サービス等に対 

応する事ができない状況にあります。 
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（５）設備等の機能低下 

建物の老朽化に加え、電気設備・機械設備及び防災情報通信設備などの大規模な更新が 

必要となっており、空調や照明など効率的な供給ができず、来庁者への対応や職員の執務

環境に影響が出ています。また、電気料をはじめ光熱費が高く、省エネルギーへの対応が

不足しています。 

 

（６）財源に市町村役場機能緊急保全事業（起債事業）の活用 

熊本地震で多くの庁舎が破損し使用できなくなった教訓を踏まえ、現行の耐震基準が導 

入された昭和 56 年以前に建設され、現行基準に沿った耐震改修が行われていない庁舎の 

建替えに活用できることになり、経費の削減を図ることができる。 

なお、事業は平成 29 年度から平成 32 年度までの時限措置となっております。 

 

（７）大型ＭＩＣＥ施設建設に伴う民間資金の活用 

    大型ＭＩＣＥ施設建設がマリンタウン西原与那原地区に決まったことから、マリンタウ 

ンエリアにホテル運営企業がホテル建設に高い関心を示すなど、与那原町に対し民間企業

が注目をしています。 

庁舎の建て替えについても、民間施設との複合によるＰＦＩ事業に関心を示す民間企業 

もあることから、民間資金を活用するＰＦＩ事業を導入することにより、建設事業費の一 

部が地方財政措置の対象になることから経費の削減を図ることもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 



 

１．建設候補地の比較検討 

 

（１）候補地評価の視点  

 

新庁舎の候補地は、地方自治法（第4条第2項）※の規定に則し、行政業務をはじめ、住

民の利便性や防災時の対応、経済性等を総合的に勘案し、まちづくりの拠点としての役割

を果たせる場所とする必要があります。  

3候補地においては、①まちづくり ②環境保全 ③機能性と利便性 ④防災拠点 ⑤経

済性 ⑥都市計画（用途地域） の6つの視点で考察し、評価・比較を行います。 

 

【建設候補地選定の視点】 

① まちづくり 
都市基盤の整備は基より、庁舎周辺地域の活性化やまちづくりの拠点

としてふさわしい位置に立地することが望まれます。 

② 環境保全 
自然環境に配慮し、周辺との調和が図られる位置に立地することが望

まれます。 

③ 機能性と利便性 

住民アンケートから得られた意見を参考に、来庁者にとっての利便性

や周辺施設との連携等を考慮し、総合的に利便性の高い位置とするこ

とが望まれます。 

④ 防災拠点 

災害復旧時の対応、他公共機関との連携が図られる位置とすることが

望まれます。与那原町災害ハザードマップ（資料 5）及び与那原町総

合防災支援ハンドブック（資料 6）より、災害時の安全性を確認しま

す。 

⑤ 経済性 
事業費や需要のバランスを考え、費用対効果の高い事業を進められる

位置とすることが望まれます。 

⑥ 都市計画 

（用途地域） 
用途地域より、容積率や建ぺい率を確認します。 

※地方自治法（第 4 条第 2 項） 

地方自治体の事務所の位置を定め又はこれを変更するに当っては、住民の利用に最も便利であ

るように、交通の事情、他の官公署との関係等について適当な考慮を払わなければならない。 

 

 

 

 

第２章 新庁舎建設の位置について 
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２．建設位置の選定 

 

新庁舎建設の位置については、庁舎建設基本構想により抽出された3候補地について、まち

づくり、環境保全、機能性と利便性、防災拠点性、経済性、都市計画の6つの視点で考察し、

評価・比較を行い、慎重に審議を進めました。各委員からの、各候補地に対する肯定的な意見

を集約すると下記のとおりでありました。 

 

【Ａ地（現在地周辺）】 

  ●防災の拠点性が高い 

  ●津波等の災害時における行政機能の維持 

  ●現在地が利便性の高い行政区は多い 

    ●観光交流施設等の周辺施設との連携が可能 

    ●Ｂ地（東浜地区）は、大型ＭＩＣＥ施設建設も決まり更なる発展が期待されるが、既成

市街地は役場がなくなると過疎化が懸念される 

    ●アンケート結果では、車での来庁者が大半を占めることから、高台でも問題はない 

    ●東浜地区のスポーツ施設（野球場、テニスコート）が無くなると困る 

  ●核となる施設が決まれば、道路問題、交通問題等、様々な課題に対し各関係機関が連携

し解決策を検討すれば良い 

 

【Ｂ地（東浜地区）】 

  ●平地に位置するため、利便性が高い 

  ●交通アクセスが良い 

  ●今後の超高齢化社会を考えた場合、Ｂ地が良い 

  ●経済性に優れる 

●民間活用により経費の削減が可能 

 

【Ｃ地（バイパス周辺）】 

  ●特になし 

 

以上の意見等を踏まえ、様々な角度から検討した結果、本委員会としては最も肯定的な意見

の多かったＡ地（現在地周辺）が最適であると判断いたしました。 
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1. 新庁舎の規模算定 

 

新庁舎の規模を算定するための基本指針として、将来人口・将来職員数及び議員数により必

要面積を算出します。 

また、新庁舎の規模算定は、総務省による「地方債庁舎面積算定基準」のほか国土交通省に

よる「新営一般庁舎面積算定基準」による基準を基に比較検討し適正な規模を算定します。 

 

（１）前提条件 

●現庁舎職員数は 154 人で、職員１人あたりの面積は 13.09 ㎡です。 

●現庁舎は施設が狭隘なため、生涯学習振興課は与那原町コミュニティーセンターに併設さ 

れています。 

●狭隘なため、上下水道課は上下水道庁舎に配置されています。 

●新庁舎では現庁舎職員数に加えて、集約検討部署として生涯学習振興課、上下水道課職員 

数を加えた 18４人を職員数とします。 

●議員数は現状の 14 人とします。 

 

新庁舎における職員数・議員数 

 三役・特別職

[人] 

課長級 

[人] 

課長補佐 

[人] 

一般職 

[人] 

臨時・嘱託職 

[人] 

合計 

[人] 

現庁舎職員 3 1７ 17 6３ 5４ 1５４ 

集約検討部署職員  ２ 4 1２ 1２ 3０ 

合計 3 19 21 75 ６６ 18４ 

町議会議員数      14 

 

（２）庁舎規模の算定 

3 方式で庁舎規模を算定後、条件等を比較し、適切な算定方式及び適正庁舎規模を決定し 

ます。 

① 総務省地方債庁舎算定基準による算定 

庁舎の建設には地方債を財源として充てることが認められており、『地方債同意等基準運

用要綱』において、起債対象となる庁舎の標準面積が記載されています。 

② 新営一般庁舎面積算定基準（国土交通省）を参考とした算定 

各省営繕事務の合理化・効率化のために定められた基準です。本基準に含まれていない

業務支援機能や議会機能については、基準外諸室面積として個別に算出、加算します。 

③ 近隣町村データによる算定 

近隣町村の庁舎における職員 1 人あたりの面積を算出し、本町の常勤職員数に乗じて必

要庁舎面積を算出します。 

比較的庁舎の新しい 6 町村のデータを活用します。 

第３章 新庁舎建設の規模について 
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① 総務省地方債庁舎算定基準による算定 

室名 職区分 イ）職員数 ロ）換算率 ハ）基準面積 
イ）×ロ）×ハ） 

必要面積（㎡） 

事務室 

（換算職員数 

× 4.5 ㎡） 

特別職等 3 12.0 

4.5 

162.0 

課長級 19 2.5 213.8 

課長補佐 21 1.8 170.1 

一般職員 75 1.0 337.5 

臨時・嘱託職員 64 1.0 2９７.0 

 ①   事務室 小計 1,1８０.4 

倉庫 事務室の 13％ 1,171.4 ㎡ × 0.13 153.4 

※1 会議室等 職員数×7.0 ㎡ 182 人×7.0 ㎡ 1,288.0 

 ②   付属部分面積 小計 1,441.4 

※2 ③玄関等 専用部分 40％ ③ （①＋②＋⑦） × 0.4 1,489.9 

 ④  行政部門面積 ④＝①＋②＋③ 4,111.7 

⑤議会関係 議員数×35 ㎡ 14 人 × 35 ㎡ 490.0 

⑤  必要面積の合計 ⑥ ④＋⑤ 4,601.7 

※１：会議室等：会議室、電話交換室、便所、洗面所、その他諸室 

※２：玄関、広間、廊下、階段等の交通部分 

 

■その他必要と思われる機能 

業務支援機能 
サーバールーム 現状面積を計上 60.0 

印刷室 12 ㎡×3 階 36.0 

窓口機能 
来庁者相談室 9 ㎡×3 室 27.0 

町民ロビー 待合、展示・町政情報コーナー 200.0 

防災機能 
防災対策機能 防災計画初動体制人数×7 ㎡ 140.0 

備蓄倉庫 1 万人当り 65 ㎡×2 万人 130.0 

保管機能 図書保管庫 必要面積（現況面積等） 100.0 

福利厚生機能 

休憩室 20 ㎡×3 階 60.0 

更衣室 20 ㎡×3 階 60.0 

シャワー室 5 ㎡×3 階 15.0 

その他機能 
産業医室 所要面積 150 人以上 55 ㎡ 55.0 

町民交流ホール 必要面積 200.0 

⑦ の他機能面積 合計  1,083.0 

⑧ 庁舎面積 合計 ⑧ ＝⑥＋⑦ 5,676.7 
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② 新営一般庁舎面積算定基準（国土交通省）を参考とした算定 

室名 職区分 イ）職員数 ロ）換算率 ハ）基準面積 
イ）×ロ）×ハ） 

必要面積（㎡） 

事務室 

（換算職員数 

× 3.3 ㎡） 

特別職等 3 10.0 

3.3 

99.0 

課長級 19 2.5 156.8 

課長補佐 21 1.8 124.7 

一般職員 75 1.0 247.5 

臨時・嘱託職員 64 1.0 217.8 

①  事務室 小計 845.8 

②  小 計 （補正率 1.1） 930.4 

③付属面積 

会議室 100 人当り 40 ㎡ 10 人増で＋4 ㎡ 72.0 

電話交換室 換算職員数 160 人の場合 36.0 

倉庫 769.5 ㎡×0.13 110.0 

宿直室 １人 10 ㎡、１人増で 3.3 ㎡追加 13.3 

湯沸室 6.5 ㎡～13 ㎡ 8.0 ㎡×3 階 24.0 

受付 最少面積 6.5 ㎡ 6.5 

便所・洗面所 職員 150 人以上（0.32 ㎡/人×182） 58.2 

医務室 所要面積 150 人以上 55 ㎡ 55.0 

 ③  付属面積 小計 375.6 

④固有面積 

議会関係 議員数 14 人×35 ㎡ 490.0 

防災機能 防災計画初動体制人数×7 ㎡ 140.0 

備蓄倉庫 1 万人当り 65 ㎡×2 万人 130.0 

サーバールーム 現状面積 60.0 

印刷室 12 ㎡×3 階 36.0 

来庁者相談室 9 ㎡×3 室 27.0 

町民ロビー 待合、展示・町政情報コーナー 200.0 

図書保管庫 必要面積（現況面積等） 100.0 

休憩室 20 ㎡×3 階 60.0 

更衣室 20 ㎡×3 階 60.0 

シャワー室 5 ㎡×3 階 15.0 

町民交流ホール 必要面積 200.0 

②   固有面積 小計 1,518.0 

⑤機械・電気室 

設備機械・電気室 ①＋③＋④≡2,739.4 ㎡ 547 ㎡＋96 ㎡ 643.0 

自家発電機 有効面積下限値 29.0 

⑤ 機械室 小計 672.0 

⑥交通部分 40％議会除く ①＋③＋④＋⑤ 合計面積の 40％ 1,364.6 

⑦必要面積の合計 ⑦＝②＋③＋④＋⑤＋⑥ 4,776.0 
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③近隣町村データによる算定 

 

近隣町村の庁舎における職員一人あたりの面積を算出し、本町の常勤職員数に乗じ 

て必要庁舎面積を算出します。 

比較的庁舎の新しい下表の６町村のデータを活用します。 

 

市町村名 西原町 八重瀬町 中城村 

 

 

庁舎写真 

   

 

 

基本設計 

人口（H18.3） 35,045 人 30,794 人 20,186 人 

庁舎竣工年 2016 年 2017 年 2022 年 

構造・延べ面積 RC(免震)/5,900 ㎡ RC(免震)/7,036 ㎡ RC/4,970 ㎡ 

庁舎勤務職員数 282 人 230 人 138 人 

職員一人あたり面積 20.90 ㎡/人 30.59 ㎡/人 36.01 ㎡/人 

市町村名 南風原町 北谷町 読谷村 

 

 

庁舎写真 

    

人口（H18.3） 33,267 人 26,881 人 38,530 人 

庁舎竣工年 1998 年 1998 年 1997 年 

構造・延べ面積 SRC/7,148 ㎡ RC/9,780 ㎡ RC/8,495 ㎡ 

庁舎勤務職員数 214 人 272 人 213 人 

職員一人当たり面積 33.40 ㎡/人 35.95 ㎡/人 39.88 ㎡/人 

 

上記 6 町村職員一人あたり面積の平均を、新庁舎常勤職員数 184 人に乗じる。 

 

●平均面積 

（20.90＋30.59＋36.01＋33.40＋35.95＋39.88）/6 ＝ 32.79 [㎡/人] 

 

32.79[㎡/人]×184[人] ＝ 6,033.36 ㎡ 
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２．新庁舎規模の整理 

 

各算定方法により、職員数 184 人から算出した新庁舎の面積は次のようになります。 

 

庁舎規模の算定 

 
総務省地方債基準 

新営一般庁舎面積 

算定基準 
近隣町村データ 

必要庁舎面積 5,676.7 ㎡ 4,776.0 ㎡ 6,033.4 ㎡ 

職員 1 人あたり 

面積 
30.85（㎡／人） 25.95（㎡／人） 32.79（㎡／人） 

備 考 

行政事務・議会が前提 

防災機能等は新営庁

舎を参考に加算 

国家機関が対象 

来庁者が多岐にわたる

町役場では不足する機

能あり 

西原町、八重瀬町、中

城村、南風原町、北谷 

町、読谷町実績より算

定 

 

 

 

 

 

新庁舎想定面積   5,650 ㎡ 
 

 

 

算定結果より、３方式で算出した面積の平均値に近似し、総務省地方債基準で算出した面積

に、新営庁舎基準を参考に業務支援機能、窓口機能、防災機能、保管機能等必要面積を積上げ

加算した面積から、新庁舎の総床面積は概ね 5,650 ㎡とします。 

 

新庁舎想定面積を決定するにあたり、各委員からは下記の意見がありました。 

 

●使えるスペースを建設してもらいた。吹き抜け及び意匠的なスペースは不要。 

●バリアフリー化してもらいたい。 

●高台にあるが故の必要なスペース（バスの待合等）を考慮してもらいたい。 

●面積は建設費に直結することから、バランスを取って頂きたい。 

●無駄に大きくすることなく、必要面積を精査してもらいたい。 
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３．社会福祉センターの複合について（町民ホールの設置） 

 

与那原町社会福祉センターは築 34 年が経過し、建物、設備共に老朽化が進んでいる。今後、

施設の長寿命化を図るためには、大規模な改修工事が必要であり、また、バリアフリー化を進

めるためにエレベーター設備等の増設も考えると、多額の資金が必要になってきます。 

   表-1 に施設の概要を示す。 

 

表-1 施設概要 

建築年度 １９８３年（昭和 58 年） 築 34 年経過 

敷地面積 2,215.1 ㎡  

建築面積 887.8 ㎡  

延床面積 1,536.3 ㎡ ≒1,550 ㎡ 

 1Ｆ 724.0 ㎡  

 2Ｆ 758.8 ㎡  

 3Ｆ  53.5 ㎡  

 

21 ページの表-2 に、平成 28 年度の社会福祉センターの各施設の使用状況を示すが、各

施設共、使用頻度が高く、99％が町内の団体での使用となっています。 

 今後、社会福祉センターを取り巻く課題として事項が挙げられます。 

 

① 老朽化に伴う維持管理費の増大。 

      大規模改修か建て替えかの検討時期が近い。 

② 社会福祉協議会は、町民への福祉部門を担ってもらっていることから、その運営費の 

大半を、町から補助金で賄っており、自前での建て替えは厳しい。 

③ 庁舎建設の事業手法を検討するのに、複合の有無の判断が必要。 

       ※PFI 事業の場合、（庁舎+収益施設）、（庁舎・町民ホール+収益施設）のパターン有   

④ 庁舎配置計画への影響（土地の有効活用） 

⑤ 町により、既成市街地における都市再整備計画を策定し事業認可を受ければ、町民ホ 

ールとして補助事業のメニューがある。  

 

以上の課題を挙げ本委員会で検討した結果、社会福祉センターは新庁舎へ町民ホールとして

複合することが望ましいと判断しました。 

なお、複合については、与那原町社会福祉協議会と十分協議を行う事を要望します。 
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施　　設　　名

有料 19 12 18 15 17 28 14 8 5 0 0 1 137 11

無料 30 32 35 31 32 21 44 45 41 48 54 57 470 39

町内 49 44 53 46 49 49 58 53 46 48 54 58 607 51

町外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

有料 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

無料 6 10 9 10 8 9 8 11 11 15 12 11 120 10

町内 7 11 10 10 8 9 8 11 11 15 12 11 123 10

町外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

有料 4 1 3 3 1 2 6 0 2 0 2 0 24 2

無料 16 12 12 11 6 16 17 18 17 15 30 18 188 16

町内 20 13 14 14 7 18 20 18 19 15 31 18 207 17

町外 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 1 0 5 0

有料 2 3 3 2 1 1 3 1 1 1 0 0 18 2

無料 10 20 27 16 20 24 27 22 18 24 24 28 260 22

町内 12 23 30 18 20 25 30 23 19 25 24 28 277 23

町外 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

有料 0 1 2 1 1 0 0 2 0 1 0 1 9 1

無料 24 25 29 28 26 26 30 28 27 22 25 29 319 27

町内 24 26 29 29 27 26 30 29 27 23 25 30 325 27

町外 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3 0

有料 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 3 9 1

無料 5 26 11 9 6 10 10 12 6 13 18 12 138 12

町内 5 26 12 9 6 11 11 12 7 14 18 15 146 12

町外 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

有料 26 18 28 22 20 32 24 11 9 3 2 5 200 17

無料 91 125 123 105 98 106 136 136 120 137 163 155 1,495 125

町内 117 143 148 126 117 138 157 146 129 140 164 160 1,685 140

町外 0 0 3 1 1 0 3 1 0 0 1 0 10 1

21

2,8923,360 2,114 3,357 2,541 3,005 34,698

1,695 141

使用人員 2,280 3,155 3,145 2,180 2,184 3,370 4,007

160 147 129 140 165 160

939 78

合　　　　計

使
用
件
数

117 143 151 127 118 138

88 100 56 112 90 75

15 147 12

使用人員 50 130 60 50 48 80

11 11 12 7 14 18

210 2,060 172

第 ２ 研 修 室

使
用
件
数

5 26 12 10 6

200 240 230 105 140 105

25 30 328 27

使用人員 140 210 160 180 140

27 26 30 30 27 23
第 １ 研 修 室

使
用
件
数

24 26 31 29

880 1,800 960 1,400 17,490 1,458

23

使用人員 960 1,840 1,800 900 1,050 1,900 2,400 1,600

23 19 25 24 28 278

272

大　ホ　ー　ル

使
用
件
数

12 23 30 18 21 25 30

270 285 225 480 340 3,265

212 18

使用人員 300 195 225 210 110 280 345

23 18 19 15 32 18

1,014 85

会　　議　　室

使
用
件
数

20 13 15 14 7 18

64 100 88 120 96 110

11 123 10

使用人員 50 80 70 80 66 90

9 8 11 11 15 12

870 9,930 828

老 人 憩 い 室

使
用
件
数

7 11 10 10 8

820 870 1,060 700 960 810

54 58 607 51

使用人員 780 700 830 760 770

49 49 58 53 46 48
レクリェーション室

使
用
件
数

49 44 53 46

１２月 １　月 ２　月 ３　月 合　計 月平均

  表-２　　平 成 ２ ８ 年 度　　与 那 原 町 社 会 福 祉 セ ン タ ー 使 用 状 況
４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月
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開催日開催日開催日開催日 ：平成29年８月30日（水）午後７時～午後８時１０分終了：平成29年８月30日（水）午後７時～午後８時１０分終了：平成29年８月30日（水）午後７時～午後８時１０分終了：平成29年８月30日（水）午後７時～午後８時１０分終了

開催場所開催場所開催場所開催場所 ：与那原町社会福祉センター　２Ｆ　大ホール：与那原町社会福祉センター　２Ｆ　大ホール：与那原町社会福祉センター　２Ｆ　大ホール：与那原町社会福祉センター　２Ｆ　大ホール

参加人数参加人数参加人数参加人数 ：　：　：　：　町内：65名町内：65名町内：65名町内：65名 町外：8名町外：8名町外：8名町外：8名

参加者合計：73名参加者合計：73名参加者合計：73名参加者合計：73名

【アンケート結果】【アンケート結果】【アンケート結果】【アンケート結果】 総回答数：４１名総回答数：４１名総回答数：４１名総回答数：４１名

１．あなたの年齢は１．あなたの年齢は１．あなたの年齢は１．あなたの年齢は

①２０歳未満①２０歳未満①２０歳未満①２０歳未満 ②２０代②２０代②２０代②２０代 ③３０代③３０代③３０代③３０代 ④４０代④４０代④４０代④４０代 ⑤５０代⑤５０代⑤５０代⑤５０代

⑥６０代以上⑥６０代以上⑥６０代以上⑥６０代以上

２．あなたの性別は２．あなたの性別は２．あなたの性別は２．あなたの性別は

①男性①男性①男性①男性 ②女性②女性②女性②女性

３．お住まいの行政区は３．お住まいの行政区は３．お住まいの行政区は３．お住まいの行政区は

①当添①当添①当添①当添 ②板良敷②板良敷②板良敷②板良敷 ③港③港③港③港 ④江口④江口④江口④江口 ⑤中島⑤中島⑤中島⑤中島 ⑥新島⑥新島⑥新島⑥新島 ⑦森下⑦森下⑦森下⑦森下

⑧浜田⑧浜田⑧浜田⑧浜田 ⑨与原⑨与原⑨与原⑨与原 ⑩大見武⑩大見武⑩大見武⑩大見武 ⑪上与那原⑪上与那原⑪上与那原⑪上与那原 ⑫県営・町営団地⑫県営・町営団地⑫県営・町営団地⑫県営・町営団地 ⑬東浜⑬東浜⑬東浜⑬東浜

⑭町外⑭町外⑭町外⑭町外

４．公共施設等総合管理計画の説明は分かりやすかったですか４．公共施設等総合管理計画の説明は分かりやすかったですか４．公共施設等総合管理計画の説明は分かりやすかったですか４．公共施設等総合管理計画の説明は分かりやすかったですか

①分かりやすかった①分かりやすかった①分かりやすかった①分かりやすかった ②どちらか言うとわかりやすかった②どちらか言うとわかりやすかった②どちらか言うとわかりやすかった②どちらか言うとわかりやすかった

③どちらかと言うと分かりにくかった③どちらかと言うと分かりにくかった③どちらかと言うと分かりにくかった③どちらかと言うと分かりにくかった ④分かりにくかった④分かりにくかった④分かりにくかった④分かりにくかった

５．庁舎建設基本構想の説明は分かりやすかったですか５．庁舎建設基本構想の説明は分かりやすかったですか５．庁舎建設基本構想の説明は分かりやすかったですか５．庁舎建設基本構想の説明は分かりやすかったですか

①分かりやすかった①分かりやすかった①分かりやすかった①分かりやすかった ②どちらか言うとわかりやすかった②どちらか言うとわかりやすかった②どちらか言うとわかりやすかった②どちらか言うとわかりやすかった

③どちらかと言うと分かりにくかった③どちらかと言うと分かりにくかった③どちらかと言うと分かりにくかった③どちらかと言うと分かりにくかった ④分かりにくかった④分かりにくかった④分かりにくかった④分かりにくかった

６．今回の住民説明会に参加して、公共施設等総合管理計画や庁舎建設基本構想に関して、６．今回の住民説明会に参加して、公共施設等総合管理計画や庁舎建設基本構想に関して、６．今回の住民説明会に参加して、公共施設等総合管理計画や庁舎建設基本構想に関して、６．今回の住民説明会に参加して、公共施設等総合管理計画や庁舎建設基本構想に関して、

理解は深まりましたか理解は深まりましたか理解は深まりましたか理解は深まりましたか

①非常に深まった①非常に深まった①非常に深まった①非常に深まった ②やや深まった②やや深まった②やや深まった②やや深まった ③あまり深まらなかった③あまり深まらなかった③あまり深まらなかった③あまり深まらなかった

７．公共施設等総合管理計画や庁舎基本構想等に関して、あなたが知りたいこと、疑問に思７．公共施設等総合管理計画や庁舎基本構想等に関して、あなたが知りたいこと、疑問に思７．公共施設等総合管理計画や庁舎基本構想等に関して、あなたが知りたいこと、疑問に思７．公共施設等総合管理計画や庁舎基本構想等に関して、あなたが知りたいこと、疑問に思

　っていることはどんなことですか？　っていることはどんなことですか？　っていることはどんなことですか？　っていることはどんなことですか？

1111 555511119999

1111

21212121

2222

20202020

2222

17171717

4444

1111 888844440000 3333

15151515 25252525 1111

1111

18181818

1111

0000

5555666677771111

6666

33331111

35353535

22222222

0000

与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想

住民説明会（アンケート）　実施状況報告書住民説明会（アンケート）　実施状況報告書住民説明会（アンケート）　実施状況報告書住民説明会（アンケート）　実施状況報告書
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① 公共施設等総合管理計画について、新たな施設の利用方法等が住民によく知られてい① 公共施設等総合管理計画について、新たな施設の利用方法等が住民によく知られてい① 公共施設等総合管理計画について、新たな施設の利用方法等が住民によく知られてい① 公共施設等総合管理計画について、新たな施設の利用方法等が住民によく知られてい

　 ない。施設の利用方法、活用方法等のＰＲが必要と思われる。　 ない。施設の利用方法、活用方法等のＰＲが必要と思われる。　 ない。施設の利用方法、活用方法等のＰＲが必要と思われる。　 ない。施設の利用方法、活用方法等のＰＲが必要と思われる。

② 役場をどこに決めるかは、交通（行きやすいように）、建設費（負担を軽く）などを② 役場をどこに決めるかは、交通（行きやすいように）、建設費（負担を軽く）などを② 役場をどこに決めるかは、交通（行きやすいように）、建設費（負担を軽く）などを② 役場をどこに決めるかは、交通（行きやすいように）、建設費（負担を軽く）などを

　 十分に住民へ説明してから決めてもらいたい。国庫補助等の財源についても。　 十分に住民へ説明してから決めてもらいたい。国庫補助等の財源についても。　 十分に住民へ説明してから決めてもらいたい。国庫補助等の財源についても。　 十分に住民へ説明してから決めてもらいたい。国庫補助等の財源についても。

③ マネジメントの基本方針だけでは説明があまり分かりにくい。説明不足があると思う。③ マネジメントの基本方針だけでは説明があまり分かりにくい。説明不足があると思う。③ マネジメントの基本方針だけでは説明があまり分かりにくい。説明不足があると思う。③ マネジメントの基本方針だけでは説明があまり分かりにくい。説明不足があると思う。

　 もう少し詳しく知りたい。　 もう少し詳しく知りたい。　 もう少し詳しく知りたい。　 もう少し詳しく知りたい。

④ 町としては３候補地のうち、どの候補地が最適なのかを知りたい。ある程度決まって④ 町としては３候補地のうち、どの候補地が最適なのかを知りたい。ある程度決まって④ 町としては３候補地のうち、どの候補地が最適なのかを知りたい。ある程度決まって④ 町としては３候補地のうち、どの候補地が最適なのかを知りたい。ある程度決まって

　 いるのではないでしょうか。　 いるのではないでしょうか。　 いるのではないでしょうか。　 いるのではないでしょうか。

⑤ 庁舎建設に賛成です。前向きにどんどん進めて下さい。⑤ 庁舎建設に賛成です。前向きにどんどん進めて下さい。⑤ 庁舎建設に賛成です。前向きにどんどん進めて下さい。⑤ 庁舎建設に賛成です。前向きにどんどん進めて下さい。

⑥ 近年、あちこちで災害が発生し対応が急務である。新庁舎には対策本部としての機能⑥ 近年、あちこちで災害が発生し対応が急務である。新庁舎には対策本部としての機能⑥ 近年、あちこちで災害が発生し対応が急務である。新庁舎には対策本部としての機能⑥ 近年、あちこちで災害が発生し対応が急務である。新庁舎には対策本部としての機能

　 がどのようになるのか具体的に知りたい。　 がどのようになるのか具体的に知りたい。　 がどのようになるのか具体的に知りたい。　 がどのようになるのか具体的に知りたい。

⑦ 現在地に造るとして、建設費に仮設役所の移転費・利用費等も含まれているのか。⑦ 現在地に造るとして、建設費に仮設役所の移転費・利用費等も含まれているのか。⑦ 現在地に造るとして、建設費に仮設役所の移転費・利用費等も含まれているのか。⑦ 現在地に造るとして、建設費に仮設役所の移転費・利用費等も含まれているのか。

⑧ 公共施設や庁舎は、利用しやすい方が良いので、上下水道課も含め、統合してほしい。⑧ 公共施設や庁舎は、利用しやすい方が良いので、上下水道課も含め、統合してほしい。⑧ 公共施設や庁舎は、利用しやすい方が良いので、上下水道課も含め、統合してほしい。⑧ 公共施設や庁舎は、利用しやすい方が良いので、上下水道課も含め、統合してほしい。

⑨ 東浜の候補地に新庁舎を造る場合、駐車スペース等はどう確保する予定でしょうか。⑨ 東浜の候補地に新庁舎を造る場合、駐車スペース等はどう確保する予定でしょうか。⑨ 東浜の候補地に新庁舎を造る場合、駐車スペース等はどう確保する予定でしょうか。⑨ 東浜の候補地に新庁舎を造る場合、駐車スペース等はどう確保する予定でしょうか。

　 周りの土地になる予定なのですか。　 周りの土地になる予定なのですか。　 周りの土地になる予定なのですか。　 周りの土地になる予定なのですか。

⑩ 建替えをするのであれば、実質的な負担が少ない市町村役場機能保全事業を選択して⑩ 建替えをするのであれば、実質的な負担が少ない市町村役場機能保全事業を選択して⑩ 建替えをするのであれば、実質的な負担が少ない市町村役場機能保全事業を選択して⑩ 建替えをするのであれば、実質的な負担が少ない市町村役場機能保全事業を選択して

　 進めて欲しい。　 進めて欲しい。　 進めて欲しい。　 進めて欲しい。

⑪ 地方債利用にも、ＰＦＩ利用にしてもメリット・デメリットがあるかと思うが、資金⑪ 地方債利用にも、ＰＦＩ利用にしてもメリット・デメリットがあるかと思うが、資金⑪ 地方債利用にも、ＰＦＩ利用にしてもメリット・デメリットがあるかと思うが、資金⑪ 地方債利用にも、ＰＦＩ利用にしてもメリット・デメリットがあるかと思うが、資金

　 利用に関する説明が不明。また、実際に総合管理を行う内容について計画内容が不明。　 利用に関する説明が不明。また、実際に総合管理を行う内容について計画内容が不明。　 利用に関する説明が不明。また、実際に総合管理を行う内容について計画内容が不明。　 利用に関する説明が不明。また、実際に総合管理を行う内容について計画内容が不明。

⑫ 総合管理計画で町の所有の施設が具体的にどのような内容になっているのか不明。⑫ 総合管理計画で町の所有の施設が具体的にどのような内容になっているのか不明。⑫ 総合管理計画で町の所有の施設が具体的にどのような内容になっているのか不明。⑫ 総合管理計画で町の所有の施設が具体的にどのような内容になっているのか不明。

８．説明会の感想、その他、ご意見等がありましたら、お書きください８．説明会の感想、その他、ご意見等がありましたら、お書きください８．説明会の感想、その他、ご意見等がありましたら、お書きください８．説明会の感想、その他、ご意見等がありましたら、お書きください

① 数多くの意見を集めようとする議事進行は、大変良かったと思います。① 数多くの意見を集めようとする議事進行は、大変良かったと思います。① 数多くの意見を集めようとする議事進行は、大変良かったと思います。① 数多くの意見を集めようとする議事進行は、大変良かったと思います。

② 庁舎建設と同時に庁舎に繋がる道路整備、特にオリオン通り等の庁舎周辺道路につい② 庁舎建設と同時に庁舎に繋がる道路整備、特にオリオン通り等の庁舎周辺道路につい② 庁舎建設と同時に庁舎に繋がる道路整備、特にオリオン通り等の庁舎周辺道路につい② 庁舎建設と同時に庁舎に繋がる道路整備、特にオリオン通り等の庁舎周辺道路につい

　 て検討してもらいたい。　 て検討してもらいたい。　 て検討してもらいたい。　 て検討してもらいたい。

③ 福祉センターから下った信号のない交差点から道路整備を含めてなんとかして欲しい。③ 福祉センターから下った信号のない交差点から道路整備を含めてなんとかして欲しい。③ 福祉センターから下った信号のない交差点から道路整備を含めてなんとかして欲しい。③ 福祉センターから下った信号のない交差点から道路整備を含めてなんとかして欲しい。

④ 役場は町域の中心あたりがよい。つまり現所在地に道路の整備、駐車場などを整備し④ 役場は町域の中心あたりがよい。つまり現所在地に道路の整備、駐車場などを整備し④ 役場は町域の中心あたりがよい。つまり現所在地に道路の整備、駐車場などを整備し④ 役場は町域の中心あたりがよい。つまり現所在地に道路の整備、駐車場などを整備し

　 ながら建設してほしい。　 ながら建設してほしい。　 ながら建設してほしい。　 ながら建設してほしい。

⑤ 急ぎ足での説明で、わかりにくかった。⑤ 急ぎ足での説明で、わかりにくかった。⑤ 急ぎ足での説明で、わかりにくかった。⑤ 急ぎ足での説明で、わかりにくかった。

⑥ 地方債を活用し、各プロの業者の方に発注した方が、今後、庁舎が完成した後の責任⑥ 地方債を活用し、各プロの業者の方に発注した方が、今後、庁舎が完成した後の責任⑥ 地方債を活用し、各プロの業者の方に発注した方が、今後、庁舎が完成した後の責任⑥ 地方債を活用し、各プロの業者の方に発注した方が、今後、庁舎が完成した後の責任

　 が明確になって良いのではないかと思います。　 が明確になって良いのではないかと思います。　 が明確になって良いのではないかと思います。　 が明確になって良いのではないかと思います。

⑦ 大変良かった。⑦ 大変良かった。⑦ 大変良かった。⑦ 大変良かった。

⑧ 今後もこの様な説明会を開いてほしい。⑧ 今後もこの様な説明会を開いてほしい。⑧ 今後もこの様な説明会を開いてほしい。⑧ 今後もこの様な説明会を開いてほしい。

⑨ パワーポイントで説明すると、より分かりやすいのかと思いました。⑨ パワーポイントで説明すると、より分かりやすいのかと思いました。⑨ パワーポイントで説明すると、より分かりやすいのかと思いました。⑨ パワーポイントで説明すると、より分かりやすいのかと思いました。

⑩ 新庁舎建築の際に利益を生む作り方はないのか。⑩ 新庁舎建築の際に利益を生む作り方はないのか。⑩ 新庁舎建築の際に利益を生む作り方はないのか。⑩ 新庁舎建築の際に利益を生む作り方はないのか。

⑪ 庁舎と社会福祉センターの複合を望む。⑪ 庁舎と社会福祉センターの複合を望む。⑪ 庁舎と社会福祉センターの複合を望む。⑪ 庁舎と社会福祉センターの複合を望む。

⑫ 今回の説明会が概要版の要約だったので、説明意図がよく分からなかった。総合管理⑫ 今回の説明会が概要版の要約だったので、説明意図がよく分からなかった。総合管理⑫ 今回の説明会が概要版の要約だったので、説明意図がよく分からなかった。総合管理⑫ 今回の説明会が概要版の要約だったので、説明意図がよく分からなかった。総合管理

 　計画の中で周辺市町村の施設利用の検討とあったが、周辺市町村にない施設の建設を 　計画の中で周辺市町村の施設利用の検討とあったが、周辺市町村にない施設の建設を 　計画の中で周辺市町村の施設利用の検討とあったが、周辺市町村にない施設の建設を 　計画の中で周辺市町村の施設利用の検討とあったが、周辺市町村にない施設の建設を

　 庁舎建設と同時に行う可能性があるのか知りたい　 庁舎建設と同時に行う可能性があるのか知りたい　 庁舎建設と同時に行う可能性があるのか知りたい　 庁舎建設と同時に行う可能性があるのか知りたい

⑬ 庁舎建替えで多額の費用が掛かり、町の持ち出し費用があるが、その費用を確保する⑬ 庁舎建替えで多額の費用が掛かり、町の持ち出し費用があるが、その費用を確保する⑬ 庁舎建替えで多額の費用が掛かり、町の持ち出し費用があるが、その費用を確保する⑬ 庁舎建替えで多額の費用が掛かり、町の持ち出し費用があるが、その費用を確保する

　 ために町民サービスが低下することがないか。　 ために町民サービスが低下することがないか。　 ために町民サービスが低下することがないか。　 ために町民サービスが低下することがないか。
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閲覧計画閲覧計画閲覧計画閲覧計画 ：【与那原町公共施設等総合管理計画】：【与那原町公共施設等総合管理計画】：【与那原町公共施設等総合管理計画】：【与那原町公共施設等総合管理計画】

：【与那原町庁舎建設基本構想】：【与那原町庁舎建設基本構想】：【与那原町庁舎建設基本構想】：【与那原町庁舎建設基本構想】

実施期間実施期間実施期間実施期間 ：平成29年7月1日（土）～8月28日（月）：平成29年7月1日（土）～8月28日（月）：平成29年7月1日（土）～8月28日（月）：平成29年7月1日（土）～8月28日（月）

閲覧場所閲覧場所閲覧場所閲覧場所 ：町ホームページ、町役場、上下水道庁舎、各コミュニティーセンター：町ホームページ、町役場、上下水道庁舎、各コミュニティーセンター：町ホームページ、町役場、上下水道庁舎、各コミュニティーセンター：町ホームページ、町役場、上下水道庁舎、各コミュニティーセンター

　各区公民館、町広報Ｈ29.7月号掲載（15日発刊）　各区公民館、町広報Ｈ29.7月号掲載（15日発刊）　各区公民館、町広報Ｈ29.7月号掲載（15日発刊）　各区公民館、町広報Ｈ29.7月号掲載（15日発刊）

対 象 者対 象 者対 象 者対 象 者 ：全町民及び町職員：全町民及び町職員：全町民及び町職員：全町民及び町職員

【与那原町公共施設等総合管理計画】について【与那原町公共施設等総合管理計画】について【与那原町公共施設等総合管理計画】について【与那原町公共施設等総合管理計画】について

① 公共施設等総合管理計画で述べられている目標については賛成です。公共施設は高齢者① 公共施設等総合管理計画で述べられている目標については賛成です。公共施設は高齢者① 公共施設等総合管理計画で述べられている目標については賛成です。公共施設は高齢者① 公共施設等総合管理計画で述べられている目標については賛成です。公共施設は高齢者

　 や障害者、子供たちが使用する機会が多く、災害時の避難場所に指定されているものも　 や障害者、子供たちが使用する機会が多く、災害時の避難場所に指定されているものも　 や障害者、子供たちが使用する機会が多く、災害時の避難場所に指定されているものも　 や障害者、子供たちが使用する機会が多く、災害時の避難場所に指定されているものも

　 多いため、現有施設を維持しつつバリアフリー機能を充実させた方がよいと考えます。　 多いため、現有施設を維持しつつバリアフリー機能を充実させた方がよいと考えます。　 多いため、現有施設を維持しつつバリアフリー機能を充実させた方がよいと考えます。　 多いため、現有施設を維持しつつバリアフリー機能を充実させた方がよいと考えます。

②公共施設や町営団地等の公共施設について、ＰＰＰ及びＰＦＩを積極的に活用して、効②公共施設や町営団地等の公共施設について、ＰＰＰ及びＰＦＩを積極的に活用して、効②公共施設や町営団地等の公共施設について、ＰＰＰ及びＰＦＩを積極的に活用して、効②公共施設や町営団地等の公共施設について、ＰＰＰ及びＰＦＩを積極的に活用して、効

③建設費補助金がある場合でも、建物を新たに造るのではなく、既存施設活用を検討する。③建設費補助金がある場合でも、建物を新たに造るのではなく、既存施設活用を検討する。③建設費補助金がある場合でも、建物を新たに造るのではなく、既存施設活用を検討する。③建設費補助金がある場合でも、建物を新たに造るのではなく、既存施設活用を検討する。

　　　　

【与那原町庁舎建設基本構想】について【与那原町庁舎建設基本構想】について【与那原町庁舎建設基本構想】について【与那原町庁舎建設基本構想】について

①住民サービスの観点から町内に点在している行政サービス機能（図書館、生涯学習振興①住民サービスの観点から町内に点在している行政サービス機能（図書館、生涯学習振興①住民サービスの観点から町内に点在している行政サービス機能（図書館、生涯学習振興①住民サービスの観点から町内に点在している行政サービス機能（図書館、生涯学習振興

　課、阿知利保育園、上下水道課など）を1カ所にまとめる。その後、空いた公共施設を　課、阿知利保育園、上下水道課など）を1カ所にまとめる。その後、空いた公共施設を　課、阿知利保育園、上下水道課など）を1カ所にまとめる。その後、空いた公共施設を　課、阿知利保育園、上下水道課など）を1カ所にまとめる。その後、空いた公共施設を

　民間事業者に賃貸するなどし、収益増を図り、住民福祉サービスの向上に充てる。　民間事業者に賃貸するなどし、収益増を図り、住民福祉サービスの向上に充てる。　民間事業者に賃貸するなどし、収益増を図り、住民福祉サービスの向上に充てる。　民間事業者に賃貸するなどし、収益増を図り、住民福祉サービスの向上に充てる。

②公共施設はダサい、暗いという負のイメージを払拭し、公共施設から町の魅力を伝える②公共施設はダサい、暗いという負のイメージを払拭し、公共施設から町の魅力を伝える②公共施設はダサい、暗いという負のイメージを払拭し、公共施設から町の魅力を伝える②公共施設はダサい、暗いという負のイメージを払拭し、公共施設から町の魅力を伝える

　べく、設計の段階から建築デザインとの知識を有する有識者に参加してもらい、新庁舎　べく、設計の段階から建築デザインとの知識を有する有識者に参加してもらい、新庁舎　べく、設計の段階から建築デザインとの知識を有する有識者に参加してもらい、新庁舎　べく、設計の段階から建築デザインとの知識を有する有識者に参加してもらい、新庁舎

　を与那原町の象徴とする。それにより、新たな観光スポットの創出や与那原町のイメー　を与那原町の象徴とする。それにより、新たな観光スポットの創出や与那原町のイメー　を与那原町の象徴とする。それにより、新たな観光スポットの創出や与那原町のイメー　を与那原町の象徴とする。それにより、新たな観光スポットの創出や与那原町のイメー

③町民の利便性のため、新庁舎に各金融機関ATM（琉球銀行、沖縄銀行、海邦銀行、労働③町民の利便性のため、新庁舎に各金融機関ATM（琉球銀行、沖縄銀行、海邦銀行、労働③町民の利便性のため、新庁舎に各金融機関ATM（琉球銀行、沖縄銀行、海邦銀行、労働③町民の利便性のため、新庁舎に各金融機関ATM（琉球銀行、沖縄銀行、海邦銀行、労働

④新庁舎周辺に徒圏内でスーパーやコンビニ等がなければ、障がい者施設等が運営する売④新庁舎周辺に徒圏内でスーパーやコンビニ等がなければ、障がい者施設等が運営する売④新庁舎周辺に徒圏内でスーパーやコンビニ等がなければ、障がい者施設等が運営する売④新庁舎周辺に徒圏内でスーパーやコンビニ等がなければ、障がい者施設等が運営する売

　店や喫茶店の設置を検討してほしい。　店や喫茶店の設置を検討してほしい。　店や喫茶店の設置を検討してほしい。　店や喫茶店の設置を検討してほしい。

⑤沖縄県庁にあるような県民広場的なイベントホールを確保するべきでは。展示等に使用⑤沖縄県庁にあるような県民広場的なイベントホールを確保するべきでは。展示等に使用⑤沖縄県庁にあるような県民広場的なイベントホールを確保するべきでは。展示等に使用⑤沖縄県庁にあるような県民広場的なイベントホールを確保するべきでは。展示等に使用

　できるほか、申告会場や選挙、住民の待ち合わせ場所としても活用できると思う。カフ　できるほか、申告会場や選挙、住民の待ち合わせ場所としても活用できると思う。カフ　できるほか、申告会場や選挙、住民の待ち合わせ場所としても活用できると思う。カフ　できるほか、申告会場や選挙、住民の待ち合わせ場所としても活用できると思う。カフ

　ェなどのスペースもしくは展望室のような場所があって、くつろぎスペースがあっても　ェなどのスペースもしくは展望室のような場所があって、くつろぎスペースがあっても　ェなどのスペースもしくは展望室のような場所があって、くつろぎスペースがあっても　ェなどのスペースもしくは展望室のような場所があって、くつろぎスペースがあっても

⑥一時的に子供が遊べるスペースを設けるといいかも。⑥一時的に子供が遊べるスペースを設けるといいかも。⑥一時的に子供が遊べるスペースを設けるといいかも。⑥一時的に子供が遊べるスペースを設けるといいかも。

　おもしろい。　おもしろい。　おもしろい。　おもしろい。

　金庫を設置してほしい。　金庫を設置してほしい。　金庫を設置してほしい。　金庫を設置してほしい。

意見・提案意見・提案意見・提案意見・提案

意見・提案意見・提案意見・提案意見・提案

与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想与那原町公共施設等総合管理計画及び与那原町庁舎建設基本構想

パブリックコメント　実施状況報告書パブリックコメント　実施状況報告書パブリックコメント　実施状況報告書パブリックコメント　実施状況報告書

　ジアップにつながる。　ジアップにつながる。　ジアップにつながる。　ジアップにつながる。

　（とりわけコミュニティセンター）　（とりわけコミュニティセンター）　（とりわけコミュニティセンター）　（とりわけコミュニティセンター）

　率的・効果的な施設の維持管理を推進してほしい。　率的・効果的な施設の維持管理を推進してほしい。　率的・効果的な施設の維持管理を推進してほしい。　率的・効果的な施設の維持管理を推進してほしい。
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⑦高台で眺めがいい立地条件を活かして、店舗があったり、ゆっくり時間を過ごせるよう⑦高台で眺めがいい立地条件を活かして、店舗があったり、ゆっくり時間を過ごせるよう⑦高台で眺めがいい立地条件を活かして、店舗があったり、ゆっくり時間を過ごせるよう⑦高台で眺めがいい立地条件を活かして、店舗があったり、ゆっくり時間を過ごせるよう

　な拓かれた訪れやすい庁舎だとより町民が親近感をもつのでは・・・。　な拓かれた訪れやすい庁舎だとより町民が親近感をもつのでは・・・。　な拓かれた訪れやすい庁舎だとより町民が親近感をもつのでは・・・。　な拓かれた訪れやすい庁舎だとより町民が親近感をもつのでは・・・。

⑧文書を保管するための倉庫を拡充し、適切な温湿度管理も出来る設備も整えて欲しい。⑧文書を保管するための倉庫を拡充し、適切な温湿度管理も出来る設備も整えて欲しい。⑧文書を保管するための倉庫を拡充し、適切な温湿度管理も出来る設備も整えて欲しい。⑧文書を保管するための倉庫を拡充し、適切な温湿度管理も出来る設備も整えて欲しい。

⑨ 来庁者用のスペースが狭く、相談用のスペースもあまり確保されていないため、来庁舎⑨ 来庁者用のスペースが狭く、相談用のスペースもあまり確保されていないため、来庁舎⑨ 来庁者用のスペースが狭く、相談用のスペースもあまり確保されていないため、来庁舎⑨ 来庁者用のスペースが狭く、相談用のスペースもあまり確保されていないため、来庁舎

　のプライバシーが守られていないように感じるときがある。新庁舎を建てる際には、そ　のプライバシーが守られていないように感じるときがある。新庁舎を建てる際には、そ　のプライバシーが守られていないように感じるときがある。新庁舎を建てる際には、そ　のプライバシーが守られていないように感じるときがある。新庁舎を建てる際には、そ

　こも考慮してほしい。　こも考慮してほしい。　こも考慮してほしい。　こも考慮してほしい。

⑩エレベーターを設置して欲しい。⑩エレベーターを設置して欲しい。⑩エレベーターを設置して欲しい。⑩エレベーターを設置して欲しい。

⑪バリアフリーを考慮した施設にしてほしい。⑪バリアフリーを考慮した施設にしてほしい。⑪バリアフリーを考慮した施設にしてほしい。⑪バリアフリーを考慮した施設にしてほしい。

⑫ 草刈り作業員専用の屋根付き休憩所の確保。現在、外の倉庫前で着替えたり、休憩した⑫ 草刈り作業員専用の屋根付き休憩所の確保。現在、外の倉庫前で着替えたり、休憩した⑫ 草刈り作業員専用の屋根付き休憩所の確保。現在、外の倉庫前で着替えたり、休憩した⑫ 草刈り作業員専用の屋根付き休憩所の確保。現在、外の倉庫前で着替えたり、休憩した

　りしている。雨天時などは倉庫内やマイクロバス車庫内に避難していて不便そうである。　りしている。雨天時などは倉庫内やマイクロバス車庫内に避難していて不便そうである。　りしている。雨天時などは倉庫内やマイクロバス車庫内に避難していて不便そうである。　りしている。雨天時などは倉庫内やマイクロバス車庫内に避難していて不便そうである。

⑬非常時に医療機器使用の重症心身障害児等が充電出来るような設備を備えて欲しい。⑬非常時に医療機器使用の重症心身障害児等が充電出来るような設備を備えて欲しい。⑬非常時に医療機器使用の重症心身障害児等が充電出来るような設備を備えて欲しい。⑬非常時に医療機器使用の重症心身障害児等が充電出来るような設備を備えて欲しい。

（想定に入っているかもしれませんが・・）（想定に入っているかもしれませんが・・）（想定に入っているかもしれませんが・・）（想定に入っているかもしれませんが・・）

⑭新庁舎内に現ひざしに代わる交流スペースを確保してほしい。⑭新庁舎内に現ひざしに代わる交流スペースを確保してほしい。⑭新庁舎内に現ひざしに代わる交流スペースを確保してほしい。⑭新庁舎内に現ひざしに代わる交流スペースを確保してほしい。

⑮コンビニ、ATM設置（収納率アップ？）⑮コンビニ、ATM設置（収納率アップ？）⑮コンビニ、ATM設置（収納率アップ？）⑮コンビニ、ATM設置（収納率アップ？）

⑯庁舎のバリアフリー化（障害者雇用を促進できるように執務室のバリアフリー、来庁舎⑯庁舎のバリアフリー化（障害者雇用を促進できるように執務室のバリアフリー、来庁舎⑯庁舎のバリアフリー化（障害者雇用を促進できるように執務室のバリアフリー、来庁舎⑯庁舎のバリアフリー化（障害者雇用を促進できるように執務室のバリアフリー、来庁舎

　のためのバリアフリー）　のためのバリアフリー）　のためのバリアフリー）　のためのバリアフリー）

⑰文書保管専用のスペースを確保しつつ、ペーパーレス化が行える文書管理システムを構⑰文書保管専用のスペースを確保しつつ、ペーパーレス化が行える文書管理システムを構⑰文書保管専用のスペースを確保しつつ、ペーパーレス化が行える文書管理システムを構⑰文書保管専用のスペースを確保しつつ、ペーパーレス化が行える文書管理システムを構

　築し、テレワークの実現やICTを活用した会議など、「働き方改革」につながるオフィ　築し、テレワークの実現やICTを活用した会議など、「働き方改革」につながるオフィ　築し、テレワークの実現やICTを活用した会議など、「働き方改革」につながるオフィ　築し、テレワークの実現やICTを活用した会議など、「働き方改革」につながるオフィ

　スづくり。　スづくり。　スづくり。　スづくり。

⑱雨天時にも濡れずに車から乗降できる正面玄関（庁舎入口）の設置。⑱雨天時にも濡れずに車から乗降できる正面玄関（庁舎入口）の設置。⑱雨天時にも濡れずに車から乗降できる正面玄関（庁舎入口）の設置。⑱雨天時にも濡れずに車から乗降できる正面玄関（庁舎入口）の設置。

⑲基本構想のアンケートにあるように、エレベーターがなく階段も急なため、高齢者や身⑲基本構想のアンケートにあるように、エレベーターがなく階段も急なため、高齢者や身⑲基本構想のアンケートにあるように、エレベーターがなく階段も急なため、高齢者や身⑲基本構想のアンケートにあるように、エレベーターがなく階段も急なため、高齢者や身

　障者に配慮したバリアフリーの庁舎にしてほしい（視覚障害者誘導用のブロックの設置　障者に配慮したバリアフリーの庁舎にしてほしい（視覚障害者誘導用のブロックの設置　障者に配慮したバリアフリーの庁舎にしてほしい（視覚障害者誘導用のブロックの設置　障者に配慮したバリアフリーの庁舎にしてほしい（視覚障害者誘導用のブロックの設置

　などを含む）　などを含む）　などを含む）　などを含む）

　総合案内の設置、庁舎案内パネルの設置（点字や外国語の印字）　総合案内の設置、庁舎案内パネルの設置（点字や外国語の印字）　総合案内の設置、庁舎案内パネルの設置（点字や外国語の印字）　総合案内の設置、庁舎案内パネルの設置（点字や外国語の印字）

　窓口業務対応課の住民待機スペースをより広くする。相談窓口対応課の設置個所は端に　窓口業務対応課の住民待機スペースをより広くする。相談窓口対応課の設置個所は端に　窓口業務対応課の住民待機スペースをより広くする。相談窓口対応課の設置個所は端に　窓口業務対応課の住民待機スペースをより広くする。相談窓口対応課の設置個所は端に

　するなどの配慮をお願いしたい。（プライバシー保護の徹底）。　するなどの配慮をお願いしたい。（プライバシー保護の徹底）。　するなどの配慮をお願いしたい。（プライバシー保護の徹底）。　するなどの配慮をお願いしたい。（プライバシー保護の徹底）。

　ATMと売店の設置。　ATMと売店の設置。　ATMと売店の設置。　ATMと売店の設置。

⑳可能であれば、窓に網戸の設置。⑳可能であれば、窓に網戸の設置。⑳可能であれば、窓に網戸の設置。⑳可能であれば、窓に網戸の設置。

　十分な収納スペースの確保。文書保管専用建物の設置。　十分な収納スペースの確保。文書保管専用建物の設置。　十分な収納スペースの確保。文書保管専用建物の設置。　十分な収納スペースの確保。文書保管専用建物の設置。

　保健室（男女別々の休憩室）の設置。　保健室（男女別々の休憩室）の設置。　保健室（男女別々の休憩室）の設置。　保健室（男女別々の休憩室）の設置。

㉑㉑㉑㉑講演会、イベント等ができるようなホールや交流スペースの設置講演会、イベント等ができるようなホールや交流スペースの設置講演会、イベント等ができるようなホールや交流スペースの設置講演会、イベント等ができるようなホールや交流スペースの設置

　講演会イベント等が開催できるスペースが設置できないか（イベントホールの設置、庁　講演会イベント等が開催できるスペースが設置できないか（イベントホールの設置、庁　講演会イベント等が開催できるスペースが設置できないか（イベントホールの設置、庁　講演会イベント等が開催できるスペースが設置できないか（イベントホールの設置、庁

　舎、ロビー、緑の広場や中庭及びステージ等の設置）　舎、ロビー、緑の広場や中庭及びステージ等の設置）　舎、ロビー、緑の広場や中庭及びステージ等の設置）　舎、ロビー、緑の広場や中庭及びステージ等の設置）

㉒㉒㉒㉒周辺道路の拡幅改良に伴う路線バス等の停留所を設置周辺道路の拡幅改良に伴う路線バス等の停留所を設置周辺道路の拡幅改良に伴う路線バス等の停留所を設置周辺道路の拡幅改良に伴う路線バス等の停留所を設置

　庁舎の道路が拡幅される場合は、路線バスの通行が想定されることから、　庁舎直結の　庁舎の道路が拡幅される場合は、路線バスの通行が想定されることから、　庁舎直結の　庁舎の道路が拡幅される場合は、路線バスの通行が想定されることから、　庁舎直結の　庁舎の道路が拡幅される場合は、路線バスの通行が想定されることから、　庁舎直結の

　バス停等の交通結節機能を設置したほうがよい。　バス停等の交通結節機能を設置したほうがよい。　バス停等の交通結節機能を設置したほうがよい。　バス停等の交通結節機能を設置したほうがよい。
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㉓㉓㉓㉓組合室の設置　組合室の設置　組合室の設置　組合室の設置　

　現在設置されている組合室を引き続き確保設置する。　現在設置されている組合室を引き続き確保設置する。　現在設置されている組合室を引き続き確保設置する。　現在設置されている組合室を引き続き確保設置する。

㉔ATM㉔ATM㉔ATM㉔ATMの設置の設置の設置の設置

㉕㉕㉕㉕駐輪場の設置駐輪場の設置駐輪場の設置駐輪場の設置

㉗㉗㉗㉗展望台の設置展望台の設置展望台の設置展望台の設置

　与那原町が一望できる庁舎からの展望は町民に癒しを与え観光資源になりうる。　与那原町が一望できる庁舎からの展望は町民に癒しを与え観光資源になりうる。　与那原町が一望できる庁舎からの展望は町民に癒しを与え観光資源になりうる。　与那原町が一望できる庁舎からの展望は町民に癒しを与え観光資源になりうる。

㉘㉘㉘㉘プライバシーや情報システムに留意し、時代のニーズに即した、また今後のニーズにもプライバシーや情報システムに留意し、時代のニーズに即した、また今後のニーズにもプライバシーや情報システムに留意し、時代のニーズに即した、また今後のニーズにもプライバシーや情報システムに留意し、時代のニーズに即した、また今後のニーズにも

　柔軟に対応できる庁舎を建設する必要がある。　柔軟に対応できる庁舎を建設する必要がある。　柔軟に対応できる庁舎を建設する必要がある。　柔軟に対応できる庁舎を建設する必要がある。

㉙㉙㉙㉙住民の高齢化は必須なので、そこによく考慮した建設場所・手法を検討する必要がある。住民の高齢化は必須なので、そこによく考慮した建設場所・手法を検討する必要がある。住民の高齢化は必須なので、そこによく考慮した建設場所・手法を検討する必要がある。住民の高齢化は必須なので、そこによく考慮した建設場所・手法を検討する必要がある。

㉚㉚㉚㉚現庁舎において、公文書の保存場所が地下書庫、東側プレハブ、西側プレハブ、3階書現庁舎において、公文書の保存場所が地下書庫、東側プレハブ、西側プレハブ、3階書現庁舎において、公文書の保存場所が地下書庫、東側プレハブ、西側プレハブ、3階書現庁舎において、公文書の保存場所が地下書庫、東側プレハブ、西側プレハブ、3階書

　庫と複数に分かれていることから、文書の検索、保管作業において非常に効率が悪い。　庫と複数に分かれていることから、文書の検索、保管作業において非常に効率が悪い。　庫と複数に分かれていることから、文書の検索、保管作業において非常に効率が悪い。　庫と複数に分かれていることから、文書の検索、保管作業において非常に効率が悪い。

　新庁舎では文書の保存専用として1カ所のスペースなり部屋を確保すべき。　新庁舎では文書の保存専用として1カ所のスペースなり部屋を確保すべき。　新庁舎では文書の保存専用として1カ所のスペースなり部屋を確保すべき。　新庁舎では文書の保存専用として1カ所のスペースなり部屋を確保すべき。

㉛㉛㉛㉛税務課の申告、各課のパネル展などを実施している本庁舎1Fのロビーについて、新庁舎税務課の申告、各課のパネル展などを実施している本庁舎1Fのロビーについて、新庁舎税務課の申告、各課のパネル展などを実施している本庁舎1Fのロビーについて、新庁舎税務課の申告、各課のパネル展などを実施している本庁舎1Fのロビーについて、新庁舎

　ではスペースを広げて、ゆとりを持って使用できるようにすべき。来庁舎の通り道、パ　ではスペースを広げて、ゆとりを持って使用できるようにすべき。来庁舎の通り道、パ　ではスペースを広げて、ゆとりを持って使用できるようにすべき。来庁舎の通り道、パ　ではスペースを広げて、ゆとりを持って使用できるようにすべき。来庁舎の通り道、パ

　ネル展などでの占有面積、公共のチラシなどの配布スペースをあらかじめ計算して最低　ネル展などでの占有面積、公共のチラシなどの配布スペースをあらかじめ計算して最低　ネル展などでの占有面積、公共のチラシなどの配布スペースをあらかじめ計算して最低　ネル展などでの占有面積、公共のチラシなどの配布スペースをあらかじめ計算して最低

　限必要な面積を確保すべき。　限必要な面積を確保すべき。　限必要な面積を確保すべき。　限必要な面積を確保すべき。

㉜㉜㉜㉜防災拠点施設として複合的な施設にした方がよい。災害時の拠点として、隣接する観光防災拠点施設として複合的な施設にした方がよい。災害時の拠点として、隣接する観光防災拠点施設として複合的な施設にした方がよい。災害時の拠点として、隣接する観光防災拠点施設として複合的な施設にした方がよい。災害時の拠点として、隣接する観光

  交流施設（避難施設）と一体利用できるような工夫が欲しい。（炊き出しができるよう  交流施設（避難施設）と一体利用できるような工夫が欲しい。（炊き出しができるよう  交流施設（避難施設）と一体利用できるような工夫が欲しい。（炊き出しができるよう  交流施設（避難施設）と一体利用できるような工夫が欲しい。（炊き出しができるよう

　給食センター、または売店や食堂といったテナントも施設内に常設できる等）。　給食センター、または売店や食堂といったテナントも施設内に常設できる等）。　給食センター、または売店や食堂といったテナントも施設内に常設できる等）。　給食センター、または売店や食堂といったテナントも施設内に常設できる等）。

㉝㉝㉝㉝施設に行政機能、コミュニティ機能、民泊機能を兼ねた、三世代交流施設としての複合施設に行政機能、コミュニティ機能、民泊機能を兼ねた、三世代交流施設としての複合施設に行政機能、コミュニティ機能、民泊機能を兼ねた、三世代交流施設としての複合施設に行政機能、コミュニティ機能、民泊機能を兼ねた、三世代交流施設としての複合

　的機能を有する庁舎となるよう、エレベーターを設置する等バリアフリー化を図って欲　的機能を有する庁舎となるよう、エレベーターを設置する等バリアフリー化を図って欲　的機能を有する庁舎となるよう、エレベーターを設置する等バリアフリー化を図って欲　的機能を有する庁舎となるよう、エレベーターを設置する等バリアフリー化を図って欲

　しい。　しい。　しい。　しい。

㉞㉞㉞㉞庁舎に隣接する形で立体駐車場を整備し、来客時の駐車スペースを増設するとともに、庁舎に隣接する形で立体駐車場を整備し、来客時の駐車スペースを増設するとともに、庁舎に隣接する形で立体駐車場を整備し、来客時の駐車スペースを増設するとともに、庁舎に隣接する形で立体駐車場を整備し、来客時の駐車スペースを増設するとともに、

　津波等の災害時に住民がより多く避難できるよう活用を検討して欲しい。　津波等の災害時に住民がより多く避難できるよう活用を検討して欲しい。　津波等の災害時に住民がより多く避難できるよう活用を検討して欲しい。　津波等の災害時に住民がより多く避難できるよう活用を検討して欲しい。

㉟㉟㉟㉟既存の場所での建替えとなった場合、森下もしくはオリオン通りを拡張し、大型車の従既存の場所での建替えとなった場合、森下もしくはオリオン通りを拡張し、大型車の従既存の場所での建替えとなった場合、森下もしくはオリオン通りを拡張し、大型車の従既存の場所での建替えとなった場合、森下もしくはオリオン通りを拡張し、大型車の従

　来に支障の無いよう併せて整備を検討して欲しい。　来に支障の無いよう併せて整備を検討して欲しい。　来に支障の無いよう併せて整備を検討して欲しい。　来に支障の無いよう併せて整備を検討して欲しい。

（緊急車両や、観光交流施設へのバス等のアクセス向上のため）（緊急車両や、観光交流施設へのバス等のアクセス向上のため）（緊急車両や、観光交流施設へのバス等のアクセス向上のため）（緊急車両や、観光交流施設へのバス等のアクセス向上のため）
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